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　佐伯区社会福祉協議会では、「すべての人に居場所や役割があり、多様性
を認め合い、支え合いのあるまちをつくろう」をスローガンに、高齢者・障が
い者・児童等が安心して暮らせる「福祉のまちづくり」に取り組んでいます。
　本会は、こうした趣旨にご賛同いただき、「賛助会員」としてご支援を
くださる方を募集しています。地域の皆様方のご理解、ご協力をお願い
申し上げます。
　賛助会員のお申込みをご希望の方は、本会へおいでいただくか、振込
用紙（郵便局）がご入用の方は、お手数ですが本会までご連絡をいただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

　平成２３年に結成された中途視覚障がい者のつどい「白い三輪車の
会」の１０周年音楽交流会に参加しました。来場者は出場者も含めて
８４名で、フルートやオカリナ演奏のほか歌とギター演奏などでとても
楽しいひとときでした。
　いつまでも三輪車のように「遊び心の中に、ロマンがあり、ゆっくり、マイ
ペースで進む」楽しい活動がず～っとできますよう見守りたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　石田　弘江　　沖田　宏之　　小山　廣道　　津江　敏男　　宮田　明典　　東　　達也
　　　　　　　　　　　　　　菅野　典子　　小澤　文恵　　山本　彩加　　伊藤　元三　　町田　陽一　　窪田　亜希
　　　　　　　　　　　　　　三上恵利子　　益原　知子　　岩佐　裕子　　長谷川智佳　　佐野美奈子　　匿名（２名）

令和３年８月１日～令和３年１１月３０日の期間で、次の方々から賛助会員のお申込みをいただきました。

個　　人
（１９名／２９口）

■団体1口／

■個人1口／

（敬称略、順不同）

賛助会費

賛助会員を募集しています！

★五日市農協同友会　会長　大田　寛（五日市中央）

★眞田　幹雄（美の里）・・・米６ｋｇ
★岸本　信治（上河内）・・・米３０ｋｇ
★匿　　　名（上河内）・・・米３０ｋｇ
★匿　　　名（屋代） ・・・・米２０ｋｇ
★匿　　　名（下河内）・・・米３０ｋｇ

★君原　シスエ（八幡）

※令和３年９月１日～令和３年１１月３０日（敬称略、順不同）

（　）内は、義援金受付期間

温かいご寄附、ありがとうございました。
お寄せいただきましたご寄附は、佐伯区の社会福祉
事業のために、大切に使わせていただきます。

団　体（１団体／１口） 五日市学区町内会連合会

佐伯区社会福祉協議会（佐伯区役所別館５階）
電話082-921-3113

一般寄付

香典返しにかえて

物品寄付

　本会では、全国各地で起きた大雨災害に対する心温まる
義援金を、多くの方々から頂戴いたしております。ここに、
各義援金の募金実績（１１月末現在）をご報告いたしますと
ともに、厚くお礼を申し上げます。
　なお、この義援金は、それぞれの義援金配分委員会を
通じて、被災者に配分されます。

◆平成３０年７月広島県大雨災害義援金
　４，１２９，５０７円（平成３０年７月１２日～令和４年６月３０日）
◆令和３年大雨災害義援金
　１０，０００円（令和３年７月１９日～令和４年３月３１日）
※ 静岡県熱海市及び青森県、長野県、島根県、広島県、福岡県、佐賀県、
　 長崎県の災害
◆令和３年７月広島県大雨災害義援金
　１０，０００円（令和３年８月２６日～令和３年１２月２８日）
◆令和３年８月広島県大雨災害義援金
　３５，０００円（令和３年８月２６日～令和３年１２月２８日）

佐伯区社会
福祉協議会

令和
３年度

問い合わせ

ご協力ありがとうございました。

災害義援金のお礼

1，000円（年会費）

5，000円（年会費）

「白い三輪車の会」結成10周年、おめでとう！

令和３年８月広島県豪雨災害により
被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

　令和３年８月の豪雨は広島県域に大きな被害をもたらしました。
　佐伯区でも被災されたお宅があり、下河内地区の方からご相談を受け、河内地区
町内会連合会、河内地区民生委員児童委員協議会、河内地区社会福祉協議会、広島
工業大学 地域防災減災教育研究推進センター等地域の皆様と一緒に被災者支援
活動を行いました。１０月２日（土）、３日（日）の２日間、延べ２４人で４件のお宅
で活動しました。当日は、最高気温が３０℃近くなるなか、健康面や安全面に配慮
しながら、土砂撤去や土嚢積み、がれきの片付けなどを行いました。おかげをもち
まして、全てのお宅での活動を完了することができました。
　この度の活動に際して、現地で活動はもとより、駐車場やトイレの提供等、様々
な形でご支援、ご協力をいただきました全ての皆様に厚くお礼申し上げます。
　今回は災害ボランティアセンターの立ち上げには至りませんでしたが、今後も
大きな災害が起こることが予想されます。今回の経験を今後に活かすとともに、
防災・減災への取組みを引き続き進めていきます。

代表の
保森さん



点訳とは、視覚障がいのある方のために、文字情報を点字化
していくことです。最近は、公共施設の案内板や電化製品の
点訳化が普及し、点字が身近になっています。

　中古衣料、バッグ類、子ども用文具用品などを、赤道ギニアへ送っている団体「赤道ギニアを支援
する会」が、10月末で活動を中止されることになりました。
　毎月、段ボール箱 1 個を船便で赤道ギニアへ送り、冬物などはバザーをしてその収益金を船賃に
活用しておられました。
　皆様にはご協力いただき、ありがとうございました。

ボランティア始めませんか！
点字の世界に触れてみませんか！

点訳ボランティア入門講座

「要約筆記」は、聴覚障がいのある方にとって大切
な情報伝達の手段の一つで、話を要約して文字で
伝える方法です。

文字でおしゃべりしてみませんか！

要約筆記ボランティア入門講座

令和４年2月４日 (金 ) ～３月 11日 ( 金 )
【毎週金曜日・全５回】2月11日 (金 )はお休み

１０：００ ～ １２：００

広島市佐伯区地域福祉センター
５階　ボランティア研修室

視覚障がいの理解（お話と体験）
点字の仕組みを知ろう（点字学習）

点字グループ「つぼみ」
佐伯区視覚障害者のつどい「白い三輪車の会」

ボランティアに関心がある方

１５名

無　料 無　料

広島市佐伯区社会福祉協議会 
協力：点字グループ「つぼみ」

令和４年３月８日 (火 ) ～３月 22日 ( 火 )
【毎週火曜日・全３回】

１０：００ ～ １２：００

広島市佐伯区地域福祉センター
５階　ボランティア研修室

聴覚障がいの理解（お話）
要約筆記とは（要約筆記学習）

広島市要約筆記サークル「おりづる」佐伯支部
広島市中途失聴難聴者協会

ボランティアに関心がある方

１５名

広島市佐伯区社会福祉協議会
協力：広島市要約筆記サークル「おりづる」佐伯支部

※新型コロナウィルスの感染状況によっては、開催できないこともございます。
　最新状況は、ホームページまたは下記連絡先までお問い合わせください。

　申込み・お問い合せ：広島市佐伯区社会福祉協議会　
Ｅmail：saeki@shakyohiroshima-city.or.jp
TEL（０８２）９２１̶３１１３　　FAX（０８２）９２４̶２３４９

★☆★　本講座は、「高齢者いきいきポイント」の対象（１ポイント／回）です。　★☆★

佐伯区ボランティアセンターからのお知らせ

１. 助成金額（限度額）　５０万円（１地区社協当たり）
※助成上限額５０万円の範囲内で、複数の取組に申請することもできます。
※１つの取組を複数年（最大５か年）度にわたって実施する場合も申請することが
　できます。この場合、助成金を一括で交付します（次年度繰越可、精算は最終年度）。

２.助成金交付対象団体　
地（学）区社会福祉協議会

３.取組みの実施主体
地区社協を含む２つ以上の団体が役割分担を行いながら実施するものであれば、取組
の実施主体は問いません（地区社協以外の団体が主催等する取組も可）。

４.内　容
地区社協と町内会・自治会等の地域団体が連携して行うものであって、地域課題の解
決や地域コミュニティの活性化に資するものに要する経費を助成するものです。

５.助成対象期間
令和３年６月１日から令和６年３月３１日までの間に開始する取組が対象です。
※助成申請する地区にとって新しい取組又は既存の取組を拡充・強化して行う取組です。

６.申請期間
● 令和４年度：令和４年　３月１日～令和４年１２月２８日まで
● 令和５年度：令和５年　３月１日～令和５年１２月２８日まで
※令和３年度の申請受付は終了しました。
※申請に当たっては、地区社協の役員会・理事会等やこの取組に係る個別説明会など、
地区内の地域団体が参加する意見交換の場を設け、地域の声などを十分に踏まえた
上で申請・実施してください。
※また、申請に関しては、事前に区社協へご相談ください。

ご存じですか？
地域団体連携支援基金「事業費助成」
　地域団体間の連携強化の取組促進を支援することにより、「自分たちのまちは自分た
ちで創る」という考え方に基づき、地域での様々な取組の普及を目指す広島市が資金を
拠出し、令和３年度に広島市社会福祉協議会が新たに「地域団体連携支援基金」を設置
しました。
　この「地域団体連携支援基金」を活用し、地区社会福祉協議会と各種団体が連携した
地域課題の解決に向けた取組を支援するための助成事業がはじまりました。

日にち

時　間

場　所

内　容

講　師

対　象

人　数

参加費

主　催

中古衣料などの回収は終了しました！


